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4【参考】各社の端末購入サポートプログラムの状況

開 始 時 期 ： 2021年9月24日

対 象 ： 回線契約者

回線契約者以外

プログラム利用料 ： なし

買 換 要 件 ： なし

いつでもカエドキプログラム
（NTTドコモ）

スマホトクするプログラム
（KDDI）

新トクするサポート
（ソフトバンク）

iPhoneアップグレードプログラム
（楽天モバイル）

開 始 時 期 ： 2021年9月17日

対 象 ： 回線契約者

回線契約者以外

プログラム利用料 ： なし

買 換 要 件 ： なし

開 始 時 期 ： 2021年10月13日※1

対 象 ： 回線契約者

回線契約者以外

プログラム利用料 ： なし

買 換 要 件 ： なし

開 始 時 期 ： 2021年6月29日

対 象 ： 回線契約者

回線契約者以外

プログラム利用料 ： なし※2

買 換 要 件 ： なし

※1 2021年11月17日に、「トクするサポート＋」から名称変更。※ 端末返却の際には、事務手数料3,300円が必要。









8【参考】店頭での表示例（楽天モバイル）





10今年度の覆面調査の概要・結果①

総務省は、昨年度同様、非回線契約者に対して端末を販売することとしていながら、店頭で非回線契約者に
対する端末販売を拒否することにより、電気通信事業法第27条の３の規律に違反する行為が行われていないか、
実態を把握するために覆面調査を実施した。

[覆面調査の内容]

• 期 間：「競争ルールの検証に関する報告書 2021」の公表以降

• 対 象：MNO４社の販売代理店

• 調査項目：

Ⅰ 非回線契約者への端末販売の有無

Ⅱ 非回線契約者への端末購入サポートプログラムの提供の有無

Ⅲ 回線契約をした場合の利益提供額（上限２万円の範囲で利益提供が行われているか。）

覆面調査の結果、MNO４社の一部の店舗において、非回線契約者への端末販売拒否（上記Ⅰ）や

端末購入サポートプログラムの提供拒否（上記Ⅱ）が行われた事案が報告された。

更に、 MNO４社の一部の店舗において、回線契約を条件とする２万円の上限を超える疑いのある

利益提供が提示された事案（上記Ⅲ）も報告された。



11今年度の覆面調査の概要・結果②

・ この事業者では、非回線契約者に対して端末を販売していない。

・ 非回線契約者に対して端末を販売することができない。

・ iPhoneについては端末のみでの販売ができない。

・ SIMと端末を在庫としてセットで用意している。単体購入であれば別途入荷を待って貰うことになる。

・ 転売目的で購入する方がいるため、単体購入は１日１名に限定している。

・ 端末購入サポートプログラムは回線契約者を対象としたプログラムであるため、非回線契約者に対
しては適用できない。

・ 半導体不足で端末自体が納品されていない（直後に再度電話をかけたところ、在庫があった）。

非回線契約者への端末販売拒否事案（Ⅰ及びⅡ）においてなされた説明の例


